
▽スライド（４）

◎首相の権限強化とその問題点

▽動き出した「首相の権限強化」
‣２００１年「経済財政諮問会議」始動
⇒予算編成が財務省から官邸主導に
‣小選挙区制（１９９６年の選挙から）
⇒首相が公認権、政治資金、人事
‣衆院の解散権

◎２００５年 郵政解散

◎２０１７年 国難突破解散 ◎問題点
（１）首相権限が強くなりすぎた

‣独断の政治決定、議員の声（選挙
区の情報）が反映されない

⇒首相官邸の独走

（２）内閣と国会の関係
‣国会のチェックが働かない
⇒野党の存在。本来の民主主義とは

◎何が起きているか
・国会審議の軽視＝野党は憲法５３条に基づく臨時
国会召集を要求
憲法５３条「総議員の４分の１以上の要求があれ

ば、臨時国会の召集を決定しなければならない」
→ 「いつまでに」とは明記されていない

・公文書の改ざん、説明責任の放棄

・恣意的な人事＝内閣法制局長官、最高裁判事など

◎政権は国民の支持を得ているのか 絶対得票率＝全有権者中の得票率



◎実は全有権者の２割弱の支持
‣小選挙制によって圧倒的議席数

⇔ 強い権限と見合うのか

→ 投票率の問題

◎直面する課題

（１）少子高齢化
・社会保障制度の維持
・財政・財政の在り方

（２）国際環境の変化
・超大国、米国の漂流
・中国の台頭

（３）インターネットと民主主義
・国境を越えたつながりと操作

⇒「民意」をどう反映させていくのか

◎「民主政治」とは（代議制において）
‣国民の代表を選び、国民の手によって（独裁

ではない）、国民のための政治を行う

‣自由・権利を守るため権力を抑制する必要が
ある
⇒「権力の分立」（三権分立）



◎「民主政治」の課題
（１）代表をどうやって選ぶのか⇒選挙の

重要性
（２）代表（権力、政府）はどうふるまう

べきか⇒説明責任
（３）どうやって「決定」するのか⇒多数

決？
（４）「多数者の専制」＝少数意見をどう

やってくみ取るのか。「野党」の存在意義

◎「民主主義」の破壊
（１）民主主義的なルールを軽視する ⇒代表的
なものは「選挙」
（２）政治的な対立相手の正当性を否定する

（３）暴力を許容・促進する

（４）対立相手（メディアを含む）の市民的自由
を奪おうとする

◎民主主義の危うさとやっかいさ

▽戦後を代表する政治学者
丸山真男（１９１４～９６年）

「民主主義を既成の制度として、あるい
は固定的な建前としないで、不断に民主化
していく過程として考える訓練をすること
が重要」
（１９５９年「民主主義の歴史的背景」）

これで終わります。

ご静聴ありがとうございました。

（了）


